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【校長室より】 

 

 

『大人になったら』 
 

 
 元気がないので病院へ連れていき、お医者さんから「食欲はありますか？」と聞かれた我が子は、

親の目の前で「おかずによります」…こうした恩知らずな子どもも、やがて大人になります。 
 

 私の年代では、大人の仲間入りと言えば、「万年筆」。それまでは鉛筆やシャ－プペンしか持った

ことがなく、鮮やかなブル－ブラックのインクの色に喜びと緊張で心躍らされます。先日、高校を卒

業した友人の息子にも万年筆をプレゼントしました。 
 

鉛筆は消しゴムで何度でも書き直すことができます。最近はフリクションペン（消せるペン）まで

登場し、威厳の無さが気になります。万年筆は一発勝負。間違えずに文字を書く自信がなければ使え

ません。そういう「大人の覚悟」が試されます。字の上手下手ではありません。字は心を映すもの。

心を込めて丁寧に「自分らしい字」を見つけてほしいと思います。 
 

 将来、自分でお金を稼ぐようになったら、高級車や宝石ではなく思い出を買うこと。そして、万年

筆を買ってほしい。モノがあふれる時代ですが、自分の大事なとき、勝負のときに使う、取って置き

の１本。そんな万年筆を持っておくことは、きっと心の支えになってくれるはずです。 
 

 職場の先輩や後輩とは、とことん話すし、とことん聞くし、遠慮をしないこと。悪口を言っても結

構。そのかわり、必ず本人の前で笑えるように変換すること。ユ－モアと素直さを大切に、みんなを

お日さまみたいに照らしてほしい。そして、正しいことを言うときは、人は傷つきやすいものだとわ

かっていたほうがよい。そういう「大人の心構え」も大切にしてほしいと思います。 
 

 大人になったら飲み会はつきものです。たまには３次会まで行くこともあっていい。そこまで残っ

た人にしか聞けない話があります。酔っぱらった先輩の面白い話を酔いつぶれるまで聞くのも、案外

楽しいものです。それまで気づかなかった人情味あふれる一面を発見するのはこういうときかもしれ

ません。ただし、コロナが収束したらの話です。 
 

 やがて、子どもは大人から親へと変身し、家庭を持ちます。もちろん、自分の育った家庭がお手本

になります。よく耳にするのは、「お母さんの味噌汁はおいしかった」「毎朝、起こしてくれて感謝

していました」などで、次代の家庭へ受け継がれていきます。なぜか「お父さん」をお手本にする話

が思い浮かびません………（笑）。 



№２ 

 ２月１４日（月）にメモリアルホールにおいて、准看護師試験出陣

式を実施しました。生徒を代表して、谷川真菜さんが「学級目標であ

る❝日本一の衛生看護科になる❞を目指して頑張りたい。クラス全員

で合格を掴み取りたい。」と決意表明をしました。 

 多くの方に見守られ、支えられながら今日を迎えられたことを感じ

る感動的な出陣式で、生徒達にとって大きな励みとなりました。 

 翌１５日、軽スポーツ場で長崎県准看護師試験が実施されました。

３年間の集大成として試験に臨み、無事全員が受験を終えました。合

格発表は３月１１日になります。 

 これまで応援してくださった皆さん、本当にありがとうございまし

た。 

准看護師資格試験 出陣式 （衛生看護科） 

１月２６日（水）にメモリアルホールにおいて、3年生スポーツコースの卒業発表会が実施されました。柔

道・剣道・陸上部に分かれてグループを作成し、各競技に関する研究を発表しました。それぞれの競技におい

て疑問に感じていることを自分たちで調査・研究することで、体育・スポーツを科学的にとらえ、より高い専

門知識を身につけることができました。また、研究内容について、パワーポイントを活用して発表すること

で、プレゼンテーション能力の向上にもつなげることができました。 

発表テーマ及び班員 

 １班「柔道選手は得意技によってどの体の部位が強いのか」（野口・城山・村岡・谷口・岡村・西村） 

 ２班「柔道の成績向上につながる柔軟性と体幹の関係性について」（亀山・荒木・奈良﨑・平田・松浦） 

 ３班「剣道の練習後行うと効果的なストレッチ及びマッサージについて」（平山・入里・石谷・川上） 

 ４班「身体能力が高い人ほど剣道の競技結果はいいのか」（藤原・今利・溝口） 

 ５班「靴底の厚さは長距離選手の走りにどう影響するのか」（久保・稲田・大橋・渡邊） 

 ６班「静的ストレッチによるタイム＆歩幅の変化」（吉田・濵田・松本・芳野） 

スポーツコース卒業発表会 



No.３ 

 【１年生】 

 バラモン発表会を２月１４日（月）にオンラインで行いました。今年度は「バラモンインタビュー」と題

し、地元（五島市・長崎県）の各企業・団体で取り組まれているSDGsについて取材と記事作成をしてきまし

た。発表会では長崎県立大学の先生に講師を依頼し、自分たちの活動を振り返りました。反省を２年次の探究

活動に生かし、よりよい学習にしていきたいと思います。 

社会探求型課題研究（バラモンプラン） 

 【2年生】 
「高校生アントレプレプレナーシップゼミ」に参加しました！ 

「高校生アントレプレプレナーシップゼミ」に、本校の末留明空さんと濱里桜さんの２名が参加しました。こ

の取り組みは「起業家精神（アントレプレナーシップ）を持つ人材を育成する」という目的の下、県内の高校

生を対象に実施されたもので、学校の枠を超え３人ずつ７つのチームに分かれ、SDGsの視点でビジネスプラ

ンを練り上げました。１月３０日（日）に行われた最終発表会では濱里桜さんのチームが最優秀賞を、末留明

空さんのチームが優秀賞を受賞しました。普段の学校生活だけでは味わうことができない、貴重な体験をする

ことができました。 

 １月２７日（木）に実施予定だった校内マラソン大会が新型コロナウイ

ルス感染症の影響で中止となり、１学年は１月２７日（木）、２学年は１

月２８日（金）に体育の授業の中で1500ｍの記録会を実施しました。 

 普段とは違う雰囲気のなか五高生は、第２グランド5周を爽快に駆け抜

けました。マラソンは自分との闘いでもあります。自己の限界にチャレン

ジする姿は、見る人を感動させ、何事にも全力で取り組む五高生は本当に

かっこよかったです。  

 マラソン大会が中止になったにもかかわらず、PTAよりスポーツドリ

ンクやドーナツの差し入れを頂きました。これからも、感謝の気持ちを忘

れず学校行事に取り組んでもらいたいです。来年は男子10km、女子

6kmのサバイバルレース！さぁ今から準備を！ 

歳末助け合い募金 

 五島高校では、１２月６日から１２月１０日までの５日間、赤

い羽根共同募金に取り組みました。各クラスの会計委員がオリジ

ナルの貯金箱を事前に準備し、毎日朝や帰りのSHRでクラス全体

に呼びかけて協力をお願いしました。多数の生徒が呼びかけに応

じ、学校全体として約４万円の募金が集まりました。後日、会計

委員の代表が社会福祉協議会へ行き、代表の方に直接募金を渡し

ました。この募金は、地域の福祉活動や福祉施設の整備・充実な

ど幅広い活動に使われます。一人一人の募金が、地域の大きな力

になったと思います。たくさんのご協力ありがとうございまし

た。 

校内マラソン大会（代替記録会） 




